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新しい1年が始まりました。今年も元気に過ごすために、食事、運動、睡眠のバランスを大切に
していきましょう。

感染性胃腸炎が流行する時期です

感染性胃腸炎とは主にアデノウイルス、ノロウイルス、ロタウイルス、サポウイルスなどが原因で発症します。
主な症状は腹痛・下痢、嘔吐、発熱（発熱しない場合もあり）です。これらの胃腸炎は、症状のある期間が比較的短く、ま
た、ウイルスの種類によって異なる治療が行われることも通常はないため、ウイルス検査を行うことなく、流行状況や症
状から「感染性胃腸炎」として診断されることがあります。園の登園基準は、「嘔吐・下痢等の症状が治まり、普段の食事
がとれること」です。下記の対策はノロウイルス以外にも適応しますので、ご参考下さい。

9日（金）●身体側定

１４日（水）●乳児健診（0歳）

●健康診断（５歳）

※他のクラスのお子さんも気になることや 園医に相談

がある場合には、当日一緒に診てもらえますので前日

までにお知らせください。

１月の保健行事予定

しもやけ あかぎれ

寒いところと暖かいところを行ったり来たりすると、血のめぐりがわる
くなって、手・足・耳などが・赤くはれる・かゆい・いたい
といった症状が出ることがあります。これを「しもやけ」といいます。
小児は皮膚が薄く血流調節が未熟なため、発症しやすいとされています。
＜予防法＞
・手袋や靴下を使用し、手足が冷えることを防ぐ。
・手足を濡れたままにしない。手を洗ったらすぐに拭きましょう。
・ストーブやお湯などで急激に温めない。
・朝晩とこまめに保湿を心がけましょう。
空気がかわいている冬は、皮膚の水分がうばわれて、指や手のひら、足
やかかとが切れてしまうことがあります。ひどくなると、血が出たり、し
みたりして痛みがあります。これを「あかぎれ」といいます。
＜予防法＞
・手を洗ったらすぐに拭きましょう。
・朝晩とこまめに保湿を心がけましょう。
・出血する程の場合はお医者さんに相談しましょう。
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